
講座の申込み・問合せ　鴫立庵　☎（61）6926　　　　　　　　
定定員　費費用　持持ち物　

講座名 日　程 時　間 備　　考

連句勉強会 10月２日（日） 10:00～正午 連句づくりを楽しもう！　５期生募集中
講師：本井　英氏（鴫立庵庵主）　定15人　費2,000円（入庵料込）

寄　席 10月８日（土） 開場　13：00
開演　13：30

演目：「町内の若い者」「井戸の茶碗」「味噌蔵」
演者：桂　三十助 、゙三遊亭　夜遊、三笑亭　空巣　
定15人　費800円（入庵料込）

座　禅 10月15日（土） 13:30～14:30 姿勢・呼吸・心を整えます
講師：豊田　素道氏（慶林寺住職）　定10人　費500円（入庵料込）

花の会 10月26日（水） 14:00～16:00
実物を使った秋色アレンジ
講師：府川　葉月氏
定15人　費2,500円（入庵料込）　持はさみ、タオル、持ち帰り袋　

伝　筆 10月30日（日） 10:30～正午
温かみのある文字が書けるようになる筆文字教室
講師：認定講師 わでん伝筆マスター 宮前　礼子氏　
対象：中学生以上　定10人　費3,850円（材料費・入庵料込）

茶と遊ぶ 11月５日（土） 10:00～正午
元紅茶カフェ店主のミルクティの楽しみ方
講師：髙野　幸代氏　定10人　
費2,000円（お茶菓子付き・入庵料込）

鴫立庵だより
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（
評
）

　
季
題
は「
木
の
実
降
る
」。
秋
も
深
ま
っ

て
く
る
と
、
椎
・
樫
・
団
栗
な
ど
の
「
木

の
実
」
が
熟
し
て
、
ぽ
ろ
ぽ
ろ
と
落
ち

ま
す
。「
し
ず
か
な
し
ず
か
な　
里
の
秋
。

お
せ
ど
に
木
の
実
の　
落
ち
る
夜
は
。
あ

あ　
か
あ
さ
ん
と　
た
だ
二
人
。
栗
の
実

に
て
ま
す　
い
ろ
り
ば
た
」
と
い
う
美
し

い
曲
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
大
昔
の
、
縄

文
時
代
の
人
々
の
暮
ら
し
な
ど
を
想
像
す

る
と
、
団
栗
や
橡
の
実
を
水
で
晒
し
て
、

食
用
に
し
て
い
た
日
々
の
こ
と
な
ど
も
頭

に
浮
か
ん
で
き
ま
す
。
そ
ん
な
「
太
古
」

の
暮
ら
し
に
身
を
置
い
て
み
る
と
、
何
気

な
い
「
木
の
実
降
る
」
音
も
、
と
て
も
大

切
な
も
の
と
し
て
響
い
て
き
ま
す
。

（
鴫
立
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キ
ャ
ラ
メ
ル
コ
ー
ン
を
口
い
っ
ぱ
い
に

頬
張
っ
た
ら
、
ど
ん
な
気
持
ち
に
な
る
の

か
な
。
幼
い
子
ど
も
の
よ
う
に
幸
せ
な
気

分
に
な
れ
る
か
も
。
で
も
、
無
理
。
別
れ

た
君
の
こ
と
を
忘
れ
ら
れ
な
い
、
今
の
私

に
は
。「
キ
ャ
ラ
メ
ル
コ
ー
ン
」、「
頬
張

る
」、「
幸
せ
」
と
い
っ
た
言
葉
の
並
び
は
、

明
る
い
イ
メ
ー
ジ
を
醸
し
出
し
ま
す
。
そ

の
明
る
さ
ゆ
え
に
、
別
れ
た
君
を
忘
れ
ら

れ
な
い
悲
し
み
が
、
か
え
っ
て
際
立
ち
ま

す
。
切
な
い
が
、
み
ず
み
ず
し
い
青
春
歌

で
す
。　
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献
詠
俳
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【
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詠
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句
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（
未
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限
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【
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の
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小
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生
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中
学

生
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■
献
詠
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【
題
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自
由
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ま
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（
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表
の
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に

限
る
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【
部
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一
般
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小
・
中
学
生
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部
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高
校
生
の
部

■
献
詠
俳
句
・
短
歌
共
通

【
募
集�

期
間
】
10
月
１
日
（
土
）
か
ら
12

月
18
日
（
日
）
ま
で
（
必
着
）

■
応
募
方
法

　

所
定
の
応
募
用
紙
ま
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は
原
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紙
に
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で
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（
カ
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氏
名
ま

た
は
雅
号
（
ふ
り
が
な
付
記
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電
話
番

号
を
必
ず
記
入
の
こ
と
。
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献
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キ
ャ
ラ
メ
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ー
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忘
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茨
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下
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一
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奈
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木
の
実
降
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太
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け
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聖
ウ
ル
ス
ラ
学
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英
智
高
等
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校

　横
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麻
志
穂

上）鴫立庵外観
下）花の会

問産業観光課　☎内線334

曜
日
と
日
付
の
ご
確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆ 

今
月
の
俳
句 
◆

◇ 

今
月
の
短
歌 

◇

第
六
十
六
回大

磯
西
行
祭 

募
集
要
項

鴫立庵大使「えんいくん」
※俗名は佐藤義清（のりきよ）。
　出家して法号は円位、後に西行。

　
鴫
立
庵
と
は
、
江
戸
時
代

か
ら
続
く
俳
諧
道
場
で
ご
ざ

る
。

　
初
代
庵
主
大
淀
三
千
風
が

開
き
、
現
在
で
は
京
都
の
落

柿
舎
、
滋
賀
の
無
名
庵
と
並

び
日
本
三
大
俳
諧
道
場
と
呼

ば
れ
て
い
る
で
ご
ざ
る
よ
。


